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体育科目「体育を科学する」の開発と実践

保健体育科藤原亮治

本校は筑波大学と連携してオリンピック・パラリンピック教育の推進を教育重点課題として取り組んできて

いる。平成 23年に施行されたスポーツ基本法の施行により、スポーツを基盤とした社会の醸成に寄与できる

人材の育成について保健体育科への期待も大きい。本稿ではこうした背景を踏まえ、開発・実践してきた 2

年次一般科目「体育を科学する」について報告する。

キーワード 体育科学 インクJレーシブ アクティブラーニング 協働型学習

1 . はじめに

平成23年8月に「スポーツ基本法」を施行された。

これはスポーツを「する・観る・支える」ひとを育

成し、スポーツを介して、心身の健全な発達や活力

ある社会の実現、国際社会の調和ある発展に寄く

みすることを目的としたものである。学習指導要領

の保健体育科の目標においても 「運動についての合

理的、計画的な実践を通じて、生涯にわたって豊か

なスポーツライフを継続する資質や能力の育てる」

と明記されており、スポーツ基盤社会を醸成するう

えでの学校教育の果たす役割に期待がもたれている。

また本校を含む筑波大学附属学校群では、日本で

初のオリンピック研究センターとなる「オリンピッ

ク教育プラットフォーム（通称 CORE: Centre for 

Olympic Research and Education)が設置されている筑

波大学と連携し、オリンピック・パラリンピック教

育に関する理論的研究と教育実践を推進している。※

l オリンピズム・パラリンピズムの教育的価値（卓

越・友情・敬意／尊重・勇気・決断．感化・平等）

を学ぶことは、グローバル化が加速する地域社会に

おける様々な課題に対して、主体的に活動できる人

材を育成するうえで欠かすことができない。

しかし、高等学校という同年代で、しかも同質性

の焉い集団の中における体育活動や、教室内でおこ

なう保健の授業では、実社会とスポーツ・人を結び

つけダイナミックな知識・思考を獲得することには

限界がある。実際こうしたことを視野に入れた授業

として外部講師を招へいしたり、特別課外で雪山に

出かける工夫はしてきたが単発的なイベント的要素

が強く、キャリア形成に影響を与えるような学びの

持続性を持たせることに難しさを感じていた。こう

した課題を解消するため、保健体育科で新しい科目

の開発に着手することとし、 2012(平成24年）に一

般選択科目として「体育を科学する」を開講した。

2 「体育を科学する」の授業設計

本科目の単元を構成するにあたり、授業の内容は

スポーツを「する・みる・支える」の 3要素をバラ

ンスよく組み込むこと、スポーツと地域社会との接

点を身近に感じる内容を組み込み、それぞれの単元

が理解や課題発見にとどまらず、その改善・解決に

向けて行動し、より深い理解につなげるところまで

をサイクルとすることを重視した。

授業内容はスポーツを「見るから観る」スキ）レに

昇華させるため、スポーツに関する様々な学問や業

種の入り口にたつ体験的学習を多く取り入れた。ま

た、スポーツに限らず多くの地域活動では、多様な

人材が協働し、それぞれの専門性を持ち寄りながら

「課題」に向き合っている実情に沿えるよう、他科

目受講生との協働プロジェクト学習や参加型学習を

多く取り入れた。毎時間授業レポートを作成し、そ

の中で感じた難しさや気づきについて学習者と教員

が共有するとともに、課題達成において必要な視点

については次時に共有している。 2016年度の年間授

業計画を表 1に示した。開発当初はスポーツの分

析・評価に特化し、民間企業と連携してスポーツ評

価アプリケーション開発を体験するプログラムを実

施していた（写真 1,,.___,3)。しか し受講生の選択してい
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る他科目履修内容やキャリア形成のニーズと授業内

容が合致していないこと、特に理系分野への理解の

乏しい生徒が多いことから、受講者の学習意欲 ・ス

ポーツ参画意識水準の向上に向け幅広い内容に取り

組めるよう現在の授業計画に変更し、現在に至って

いる。

操作スキルを身に着けることを念頭に取り組んだ。 2

学期はスポーツに関連する社会の実情に、交流およ

びプロジェクト学習によって触れ、実際の地域に存

在する課題と向き合い、その改善に向けて主体的に

思考 ・対応できる実践力の育成を中心に取り組んだ。

3学期は、 2学期に学んだ内容をまとめ 「スポーツ新

聞」として校内に掲示することを目的に取り組んだ。

経験を言語表現することでしつかりと知識 ・理解の

深化を図ることを目的としている。

l学期はスポーツを 「観る」スキJレの向上と、研究

やレポー トを作成するうえで必要となる環境設定お

よび分析や評価に関する基礎的スキル、とくに ICT

表1 2 0 1 6 体育を科学する 年間授業計画

月日 単元名 学習項目 学習内容 指導，上の留意点

1 4/19(水） オリエンテーション スポーツ科学とは何か／スポーツ科学の研究分野と役割

2 4/27(水） パフ ォーマンス分析に関する基礎的な実験環境の設定方法

3 5/11 (水）
動画から迎続写真の作成

5 0 rn走の分析
スティックピクチャ ーの作成①

4 5/18(水）
スチック ピクチ ャーの作成②

1 EXCELを用いたスピー ド1l1J線の作成

呂子 5 5/25(水）
パフォーマンスの評価 ・分析

動作 スピー ド曲線による比較分析

期
6 6/ 1 (水） チームスポーツの記録測定方法（ハン ドポール）

7 6/ 8(水） 体育のゲームからチームの改善点を探る

8 6/15(水） チームスポーツ分析 個々の設定したスポーツスキル分析関する実験計画作成 実施

9 6/22(水） 個人設定課題①

10 6/29(水） 個人設定課題②

特別授築 7 /15(金） 知的障害の身体活動 附厩大塚特別支援学校の生活と身体活動

特別授菜 8/25(木） 障害者とスポーツ
知的障害者の身体スキル

附属大塚特別支援学校 スポーツ交流①ー l
夏季休菜

8/26(金） 附屈大塚特別支援学校 スポーツ交流CD-2 特別授菜

11 9/7(水）
アダプテットスポーツとは何か？

様々 なアダプテ ット スポーツ／レクリ エーションスポーツに触れる

12 9/14(水）
アダプテ ットスポーツをどのように作るか？

障害者とスポーツ①
パレーポールとキンポールのスポーツ梱造における類似 相違点

13 9/21(水） 埼玉県における障碍者スポーツ振興政策について

特別授築 9/25(日） 彩の国 ふれあいピック ポランティア参加

14 9/28(水）
彩の国 ふれあいピック 振り 返り

スポーツ は障害者にとって どのような価値をもつか

2 15 10/ 5(水） 目分の気になったアダプテットスポーツの構造理解

子←、
16 10/12(水）

アダプテットスポーツ開発に向けた基盤スポーツの選定

期
基盤スポーツの困難性に関する分析

17 10/19(水） アダプテッ トスポーツの基本構造（空間 ルール）の描築

18 10/26(水） アダプテットスポーツの原案作成

アダプテ ッド ・スポーツの開発
アダプテッド スポーツを考える① アダプテ ットスポーツの改良

19 11/ 2(水）
社会スポーツヘの参画 介護福祉基礎からでた課題についての考察 修正①

20 11/ 9(水）
アダプテットスポーツの改良

介設福祉基礎からでた課題についての考察 修正②

特別授染 11/11 (金） 附屈大塚特別支援学校 スポーツ交流②

21 11/16(水） スポーツ交流の振り返リ

22 12/ 7(金）
スポーップース運営

共生シンポジウムにおけるプース（考案スポーツ）運営計画

阪梨発表 12/10 (日） 「共生社会を目指すスポーツ交流とシンポジウムの集い」プース運営

23 12/14(水） アダプテッ ド スポーツを考える②
シンポジウム振リ返 リ

考案したアダプテットスポーツの改良

特別授築 12/16(金） 附屈大塚特別支援学校 スポーツ交流③

3 陪害者とスポーツ② スポーツ交流振 り返リ これまでの交流を通じた自身の内的変化

ナ母 24 12/21(水） スポーツの価値について考える 変化に関する要因分析

期 スポーツの持つ多面的価値に関する考察

25 1/11 (水） スポーツ新聞作成の検討（構成 フレームづくり 編集割リ当て）

26 1/25(水） スポーツ新間作成①

27 2/ 1 (水） スポーツを支える
スポーツの価値について考える

スポーツ新聞作成②

28 2/15(水）
スポーツの価値を広げる

スポーツ新聞作成③

研究大会 2/18(金） インクルーシプミュージアムを創造しよう
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3 取り組みの実際

授業では USBとA4ファイルを各人で準備させ、

毎時のプリントやデータを電子および紙媒体それぞ

れに蓄積し、教員と進度を共有することを徹底した。

3年次では各人が卒業研究を作成する。その際に起こ

る様々なトラブルに対するリスク管理を普段の授業

を通じて身に着けること。また ICTを用いる際、そ

の操作スキルや体験を通じて獲得した思考・知識に

質的・量的差が生じていないかを確認することを目

的にしている。

各単元の様子について、 2016(平成 28年）の授業

をもとに写真やワークシートをまじえて概略を示す。

①パフォーマンスの評価・分析

50m走の評価分析について、ピッチ・ストライド

および走動作を限られた資材で想定するにはどのよ

うにしたらよいかについて議論し、計画・実施する。

高価な測定ソフトを用いず、身近な機器を用いて分

析することができることを理解させる。
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進度の早い生徒についてはトレーニングを実施した

前後の運動スキJレ変化についても分析を行った。生

徒の実施種目とスキルについては以下のようなもの

がある。

・セパタクローのローリングアタック

・サッカーの無回転シュート

・トランポリンの連続技

（後方宙返り→前方宙返り）

・ハンドボールのジャンピングスロー

・テニスのサーブ

毎年多様な分析が行われている。

回転時の最高到達点

画面上の人物の身長を基準に
算出

143cm m 

②社会スポーツヘの参画

スポーツを介した交流学習やボランティア学習を

通じて、「日本における障害者と健常者についての心

のバリアフリーに関する課題」の解決について学習

する。この単元では地域に存在する課題に対してス

ポーツが持つ社会的機能を理解するとともに、そう

した課題の解決に向けて、主体的に取り組める実践

力を身に着けるための学習を行う。

この単元の特徴は障害を持つ同年代の仲間および

他教科他科目の受講生とそれぞれの専門性や視点を

持ち寄り協働して進めていくところにある。本受講

生は「アダプテットスポーツを開発する」ことを

題として、専門的知識を学習している福祉科目受講

生の視点を借りながら進めていく。単元の概要図は

以下のとおりである。

50m走の分析やチームスポーツのゲーム分析など

を共通課題として実施した後、個々人で設定した運

動スキルの動作分析を行い、レポートにまとめた。
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スポーツの持つ可能性

を発信しよう

・スポーツ新聞の制作

臆がい者の人権

と

社会システム

スポーツ交流学習 8月・11月・12月(3回4日間）
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三 心？示 ノーマライゼーション社会くくく！

［筑波大学

＜《くロニ□‘ アダブテットスポーツ研究室 ： 疇助言 ： CORE 
A 学習槻会の提供！ （オリパラ教育プラットォーム） ： 

、社会参加機会提供＼ 教育局（教育委員会） ！ 

----------------------------------、ネット型スボーツをUOに 1専門的課題提示

' ネット型スポーツの特性理解

陣がい者とスポーツ し、---------
｀` ,'-,,  

｛、知識の活用、：
'-、

自立生活運動 「------------

同世代の知的障がい者とのスポーツ交流(in大塚特別支援学校）

障がい者スポーツレクリエーション大会（埼玉県）

●共生社会シンポジウム

●クーペルタン加納ユースフォーラム

<<< I玉五i]~!.、~~~~~:~-『-,!
現場指溝 ， 
,-------------------------'! 

事前指導 ！ ： 
， ，埼玉県社会福祉推進課 ： 

＇ ----------- ¥ , 
-------------------------------' 

，知識の深化：｝

--- ’’ ----------
学校間連携

スポーツ技街の測定と分析
クローズドスキルの測定・分析
オープンスキルの測定・分析

臆がい者の支援
餞がいの医学モデルと社会モデル
閥がいの穫類の理解と地域支援

地域連携
科目を理解するために必要な基本的知諏の習得

【体育を科学する】

② -1 外部講師による講義

協働学習を進めるにあたり、障害を持つ生徒およ

びその社会環境について学習した。講師として交流

先の附属大塚特別支援学校の教諭と埼玉県福祉部の

方に講義を依頼した。

② -2  ボランティア学習の実施

埼玉県の障害者スポーツレクリエーションイベン

トでボランティア学習を実施した。地域の活動に実

際はいることで、課題が自分の周囲に存在している

ことを意識することが狙いである。同時に、生徒自

身が抱いている障害についてのイメージと相違があ

るかについて考えるきっかけを与えることができる。

幅広い年齢の障害者が真剣にまたは笑顔でスポーツ

【介護福祉基礎】

に親しむ姿に対し、生徒自身のボランティア活動の

質が自然と高まっていく様子を毎年見ることができ

る。

② -3  アダプテッド・スポーツ開発

大塚特別支援学校との交流会で、互いの考えたア

ダプテッド・スポーツを楽しむことを設定し、本科

目受講生が事前交流やボランティア学習ならびにア

ダプテッド ・スポーツ体験学習で得た知識を基に開

発を進めていく。試作品については、専門的学習を

積んでいる福祉科目受講生に提案し、改善ポイント

の情報を定期的に得ながら、さらに 11月での交流会

で大塚生とも情報を交換し、 12月の最後の交流学習

での完成披露を目指す。スポーツ活動に肯定的な生

徒が集まる本受講生にとって、そうではない他科目

受講生からの情報は、多様性を認識する非常に有益
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な機会となっている。

② -4  交流会

これまで互いで開発してきたアダプテッド・スポ

ーツを用いて交流会を実施する。これまで 2回実施

してきたが、それぞれが考案したスポーツ・レクリ

エーションは以下のとおりである。（＊が今年度開発）

【 附属坂戸高等学校 】

キンボールNEW

クワッドゴールボール＊

カローリング

陣取り

附属大塚特別支援

おにボール

ドッジビー NEW * 

校で実施している。名前も顔も知らない者同士の交

流である。加えて言語による意思疎通がむつかしい

生徒もいる中で、互いが戸惑いの連続である。校内

へ招いての単発的な交流の経験は有している生徒た

ちだが、これだけ長時間スポーツをともに楽しむ経

験はない。加えて、高校生期は教室にいる比較的同

質な集団の中で生活していることから、同年代の障

害者と接する機会は地域の中でも皆無である。パラ

リンピックなど四肢欠損の人が義足でプレーする姿

は見ることがあっても、知的障害を持つ高校生にも

これだけ活発に運動を楽しむ生徒がいることの認識

は、自身の障害観者観に大きな風穴を開ける機会と

なったようである。

【 11月・ 12月 】

それぞれが開発したスポーツを披露しあいながら、

現状の課題を共有することができた。スポーツを）レ

ールがある「競技」として考えがちな本校生徒に対

して、大塚生が提案するスポーツは、いつもスポー

ツの原点である身体を伴う「遊び」の楽しさを思い

起こさせるものである。障害や特性に目を奪われ、

その差を「管理」しがちになるのは健常者であるこ

とへの気づきを与えてくれるともにスポーツを「楽

しむ」ことはもっとシンプルであることを思い出さ

せてくれる。この交流を通じて、人と人が真にふれ

あうことを非言語で実現するスポーツの価値に気づ

く生徒も多い。

④スポーツで支える

2学期の活動を通して学んだ知識をさらに深化さ

せるため、「スポーツ新間」を作成する。直接的な身

[ 8月 】 体活動との関わりでなくとも、スポーツの価値にた

夏季休業の後半 2日間を活用し、大塚特別支援学 いする理解を広げていくことは可能であり、実社会

-65 -



においても多くの人材が間接的にスポーツとかかわ

っていることを理解することを狙いとした。今回の

活動は 2学期全体の学習内容を分担し、毎時の編集

会議で進行状況を共有しながら記事にしていく 。会

議の中では、活動直後の振り返りでは出なかった新

しい知見を共有するなど充実した表現活動が展開さ

れ、学習で獲得した知識の深化を図ることができた。

4 開発実践の総括

本科目では、スポーツを「する・観る・支える」

人材に必要な実践カ・分析カ・表現力を身につけ、

スポーツを介した社会の醸成に多面的に寄与しよ

うとする態度を育成することを目標に授業を開発

してきた。部活動や体育活動など学校現場には身

体活動の機会は十分用意されている。しかしそう

した活動が「競技」の枠から出ることなく、スポ

ーツ人生を終える生徒も少なくない。身体活動の

有する心身だけではない社会環境にかかわる価値

に数多く触れることで、生徒自身がこれまでのス

ポーツ観をさらに充実させ、生涯を通じてスポー

ツを親しむ素養が醸成されるよう工夫した。今回

の授業計画に変更して 2年が経過したが、生徒自

身のキャリア形成および、学校外での活動に大き

な変化があった。本科目は 2年次に開講されてい

るが、受講後の 3年次では進路選択の大きな岐路

に立つ。この際に多くの生徒から今後の自分の学

習の方向性について示唆を得ることができたとい

う意見があった

【2015年受講 Aさんのインタビュー】

入学当初、私はパティシエになることが夢だった。

しかし、その目標について深く考えると、いつもど

こかで本当にこれでよいのか、その先の自分の姿に

どこか現実味を感じていない自分がいて、 1年を終わ

るころには自分の興味が二転三転する状況であった。

この授業を受講し、私は人と共に喜びを分かち合え

る仕事に就きたいという自身の基盤に気づくことが

できたこと、そして命を育んだり守ったりすること

を自分は仕事にしたいのだということが理解できた。

授業を通じて、多くの分析や議論を様々な人として

きた。その中で、自分自身の深部と向き合う機会も

多く経験できたことが私にとっての学習の成果であ

ったように思う。

この他にも、 NPOに所属し子供や障害者のスポ

ーツ活動をサポートする生徒、より重度な生徒で

も楽しめるスポーツを卒業研究で行いたいという

生徒が現れるなど、自身のキャリア形成に向けた

学習を促進させる効果を得ることができた。

一方課題も残っている。現在のプログラムの効

果は、複数回設定されている特別授業による面が

大きい。交流先の大塚とは同大学附属学校群とい

うことで連携を継続しやすい反面、移動を含めた

時間的拘束に大きな課題を残している。現状、近

隣の学校とのこうした定期的な交流の実現がむつ

かしい中で、近隣学校と連携しより汎用性のある

授業計画としていくための土台作りを強化してい

く必要性を感じている。また、本講座が生徒に与

える効果を量的・質的両側面から細かに把握こと

ができていない。保健体育科目の目標を達成し、

生涯にわたり身体・スポーツ活動を通じ社会に住

体的にかかわれる人材を育成するにふさわしい授

業の開発と実践に引き続き尽力していきたい。

- 66 -



号r0
 

.,＇, 
5
 
A
d
^
 

紺渫者：▽▽ ▽▽ 

ー，:;: -1,,11•1 の父流の様＋でヤ！冴i しさが

伍わったら姪しし、です・,

Iスポーツ共育通信I
が楽た に時！つにたこ良とし、 iJりしヽを間 l.だらど泡ん）;n品に生 で参つかで→ 而，が
でし＿坂感：こムに-•.• とくがる合宴にしに‘りし、ううで減が最）：今も刀U―C!iあ鬼径 ト

7 
＇．）交

きし、と］ じ呪こで l:J荏 .i:がなで尖つび褒たハ終しし、古ガし、か合初，）く回楽ししヽるる・-・
ると• し＼生 t~ し共‘にた実れきをたのめりイわたりをこる分つ‘塚ばしたると つ

"• 122 始流
セま lli

ス感ぅや くに同克‘感てて見り出合‘夕っ,iぅ、かしヽ }jかて特 'I,: ヽ；め令~,、 I - "1— ロ
鬼'.,';,":'ン

ベ'J奴fじ感，）く 品:j じを散でし‘‘るしをつお、ソたし悩iJ'た 1句らし、にがザ..る只-・)か (/) !'こ f})
る和塚 しレチや初きる仲-．て掛た I/チ瞬かん t:PiJとだだ抜べ l― 1,: . 一ゃん，の
翌．こ硲 'I: -~-イ ‘ か fr,戸アょ、と-,ヤ？うが，l:'I' こ：焚
ヽ．と夕かよし つっ,,. ,-~-し、,✓• .,....、C iこび）塚
なか/

元 9ヽ ー 、 ． ヽ ：：：： 、し ） 
~<ら 1・！‘た だたにな対'):、. ; こシなな：ス l.
で恨1~ 仲り -- }) . ・涼る決のルキンがソ、 ぇ：が
と合X ノム をし r-t•, .. t • ・‘・ . ,, げ）
-'-, I 

2ぷ・

惑ヤ、 ・・11 深 i:: j ; , 誓,,,''! 叩：會，・
天地：」.l 71• Iン：7'ら；J;' ; j''・ ―’ 

五ぶ~\* : ,:: 碍 : ,・ -ャ・ 、
r 、- l・-・ ・1 瓢 ~"''•: 逃際しぅ五 fJルボルコ 1 人ッ羹分

; tにてに・・ 1数を lな Iツ ':) 
炉 はしか..:: ' て 1凶し、出各ぢ党 1レル i、.,ゞ — 

叩・-、ゃ,.
Iヽ

,,, . ぇ ’. ., ， .l ・・.ら ;,,、もるし、チ えを 1 内 C・ノ．、キ: ・; り
にき(/) る兒 1i1i/::.. I る収ル(/) • —さ ン ;L や
全た巾 がの タ.v・ 人をが｀ム こりさプのだ；尺たす
貝＇でで・ゲ がや兄児鬼と人あレこャポ：
が実・ 去 i,. 「Iつらに/}) がれるイン I 'レぶき
楽院品 て J.、 分たれな二 でた・・ヤボル l・ニ
しに :Ji.: し、や たが‘つ］、きだ，;fl I I を辱ポが
む「1しる昼 ち‘恨＇！たを~,·:rでを,)レ 1史ば l
こ分力' .t ft • ― 

ふ
・ ・（編i、'プレイす国」・、） の、fJ さ—坂 ーでも追をつれ、 大

とも-:; J v, j佳 0)の I、r 誰‘知し、鬼たるど事

オ
ニ
ボ
ー
ル
体
験

盃
l
ツ
交
流
、
始
ま
る

11
月

11
門
、
坂
戸
，
IlJ

氏
紹
へ
2

沖
狽
公
圏
で
筑
波
大
学
附
屈
人
塚

特
別
文
投
い
f
校
切
バ
．
徒
と
り
ス
ポ
ー
ツ
交
流
第
回
口
が
行
わ
れ

た
ろ
ポ
ー
ツ
は
大
駁
生
側
ィ
い
ら
提
寮
さ
れ
た
「
ナ
:
:
ポ
ー
ル
j

と
坂
一
い
生
測
，
い
ら
提
寮
さ
れ
た
「
ク
ア
ッ
ド
ゴ
ー
ル
汽
・
・
ー
ル
，
の

種
割
が
行
わ
れ
写

「
自
分
の
維
し
い
札
相
手
の
靖
し
い
」

み
ん
な
が
梵
し
め
て
い
た
今
国
の
ス
ホ
ー
ツ
交
流
楽
し
い
ど

げ
で
な
く
、
課
晒
も
多
く
出
て
き
て
い
た
坂
｝
牛
の
中
で
き

n'―

ゃ
反
省
点
を
共
有
し
だ
と
さ
[
、
miIl
き
だ
当
芦
兄
を
招
介
し
よ
う
と
山
心

.） 

「
ク
ア
ッ
ド
豆
ー
ル
ポ
ー
ル
し
の
ル
ー
ル
而
ぐ
の
渫
逝
は

r

n
 

楽
し
い
な
か
課
題
も
・

ク
ア
ッ
ド
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
初
実
践

坂
L
↑
こ
．
側
か
ら
H
9
-
休

行

を

戻

4
る
」
と
い
う
広
＇
日
を
祠

5

し
て
い
る
メ
ン
パ
ー
を
中
心
に
衿
楽
し
4
;

「
ク
ア
ッ
ド
ゴ
ー
ル
ボ

ー
ル
，
が
掠
菜
さ
れ
た

令
一
徒
が
．
か
ら
朽
文
に
こ
い
ス
ポ
ー
ツ
．
今
ま
で
何
度
か
授
幽

附
で
行
わ
れ
、
作
止
し
て
き
だ
が
、
実
佐
こ
ぃ
入
塚
小
も
含
め
て
み

ん
な
で
や
る
の
け
切
め
て
だ
っ
に
そ
の
・
た
め
、
坂
一
[
'
生
の
中
，
』

は
玉
し
ん
で
く
れ
る
か
｀
心
閣
．
」
と

,・n"
て
い

4
1
1
往
｀
し
い
た
。

実
際
に
プ
レ
イ
し
て
み
る
と
、
碓
し
い
と
砥
じ
る
こ
と
が
あ
っ
ら

佼
，
え
ば
、
得
点
の
数
え
方
，
こ
の
ス
因
；
：
ツ
は
4

つ
チ
，
＇
•
I
い̂
]

で
失
点
i

平
が
．
香
低
い
勝
‘
ら
と
い
う
ル
ー
ル
3

信
そ
の
た
め
自
分

の
ゴ
ー
ル
を
守
り
れ
が
ら
、
他
の

3
チ
ー
ム
の
ゴ
ー
ル
に
多
く
四

点
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
し
か
し
、

白
分
の
五
ー
ル
を
守

る

だ

け

に

特

朴

に

な
っ
て
し
ま
い
、
相

手
の
ゴ
ー
ル
こ
強
く

シ/

投
げ
ら
れ
な
い
了
が

多

-i/

多
く
い
た
心
ず
っ
て

栢
下
の
汀
ー
ル
に
人

/

媛

口
／
・
ヘ
J

れ
る
」
と
い
う
ル
ー

ル
が
こ
の
ス
ボ
ー
ツ

）
 
T
 
喋

臼
匂
徴
で
あ
る
り
こ

る
.ì 
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